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台風活動に起因す る PJ パ タ
ー

ン の 多重時間ス ケ
ー

ル 構造
＊

藥師寺崚 ・川村隆一 ・川 野哲也 （九 大院 ・
理）

1． は じめに

　夏季 日本 に 異常気象 をもた らす テ レ コ ネク シ ョ ン

の
一

つ と し て 、PJ バ タ
ー

ン が よ く知 られ て い る

（Nitta，1987）。　 Nitta （1987）や Kawamura 　 et 　 al ．
（1996）は 、PJ パ ター

ン は 熱 帯 の 対 流 活 動 に よ っ て 励

起 され る 定常 ロ ス ビ
ー

波 で あ る と して 、 フ ィ リ ピ ン

近海 か ら北米 に かけて の 大円 に 沿 っ た波列 パ タ
ー

ン

の 特徴 を示 した。一
方、Kosaka 　 and 　 Nakamura

（2010）は月平均デー
タを用 い 、PJ パ タ

ー
ン を東西に

延び た 三 極 の 南北構 造 の 力 学 モ ー ドと し て 捉 え た ，
こ の よ うに 、 研 究者に よ っ て PJ パ タ

ー
ン の 捉え 方

は 異 な る が、本 研 究 で は 元 々 の Nitta （1987）が 見 出

した（大円に沿 っ た波列構造 を持 つ ）PJ パ タ
ー

ン に焦

点を当て る。
　Yamada 　and 　Kawamura （2007 ）ほ か は、西太平洋

暖水域の 熱帯対流活動を支配する 主要な擾乱 と して

熱 帯 低 気圧 （台 風 ） に 注 目 し、台 風 熱 源 が PJ パ タ
ーン を励起 し て い る事例が多く あ る こ とを示 した 。

また、台風が北上 し上層 西風 ジ ェ ッ トに接近 した場

合 に 定常 ロ ス ビー
波束 が 明瞭 に な る こ と が 指摘 さ れ

て い る（Hirata　and 　Kawamura ，2014 ）。彼 らの 解析

で は 、sub
・
monthly ス ケ

ー
ル に 注 日 して い る が、波

列構造 をもつ PJ パ タ
ー

ン の 指標 で ある PJ　index

（Wakabayashi 　and 　Kawamura ，2004 ）は 10 目一50
日の 幅広 い 周 期帯 を持 っ て い る（Li　and 　Zhou，2013）。

総観規模擾乱で あ る台風 とsub
−
monthly か ら季節内

変動 ス ケ
ー一一

ル に シ グナ ル を 持 つ PJ パ タ
ー

ン との 関

係 は依然 と して 十分に明 らかに され て い な い 。
　 し た が っ て 、本研究は、台風活動に 起因する PJ
パ ター

ン の 様 々 な 時 間 ス ケ ー
ル の 空 間構 造 を 明 らか

にする こ とで 、ス ケ
ー

ル 間相互 作用 の 観点 か ら、 PJ
パ タ

ー
ン を改 め て 理 解す る こ とを 目的 とす る。

2．使用データ 及 び 　析手法
●使 用 データ （1979−・2013）
大気循環場 ： JRA55 長期再解析デ

ー
タ

台風データ ： RSMC ベ ス ト トラ ッ ク データ

●解析手法
　JRA55 長期再解析データ に Lanczos バ ン ドパ ス

フ ィ ル タ を 用 い 、synoptic ス ケ ール （3 − 8　 H ）、
sub

・
menthly ス ケ

ー
ル （8 − 25　H）、季節内変動（ISO）

ス ケ
ー

ル （25 − 60 日）の 変動を抽 出 し た fi 下記 の 条件

で 抽出 した 台風 の 最大発 達 日を Key　Day ［Day 　O］と
し、各時 間 ス ケール に お い て コ ン ポジ ッ ト解析を行
っ た。
●台風 の 抽出

　7 月 に 最大発 達を迎 え た 台風 に つ い て 、Hirata
and 　Kawamura （2014 ）に 準 じ て 、台風経路を 2 っ に

分類 した。指定 した領域を通過する台風を抽出し、
Okinawa 　 Course （以 下 、　 OC ） と Hainan 　 Course
（以下、HC ） の 2 つ の 主経路 に 分類 した。

抽出条件は以下 に示す。
  OC ：25°N ，120

°E〜 13e°E
　 HC ：110 °E，15°N 〜25°N　 を通る台風を抽出
    の 台風の 中で 最大 発達位置 の 空 間平均 を と

　　り 、 そ の 平均位 置を中心 と した 15° x15 °
の グ

　　リ ッ ドの 中で 最大発達 を迎える台風を抽出

3．　 時　ス ケ
ール で 見られる PJ パ ターン の

　各 時間 ス ケ ール の 空 間 構 造 を 見 る た め に 、850
hPa と 300　hPa の ジ オポテ ン シ ャ ル 高度偏差に っ い

て コ ン ポ ジ ッ ト解折を行 っ た。圜 1 に OC の 結果を

示す。下層（850hPa ）に 注 目すると、3fi 　
− 8 日ス ケ

ー
ル で は、台風直近 の 正 偏差 は 台風 の 北東側 に 見 ら

れ 、上層の ジ ェ ッ トに沿 うように 日本 の 東 で負偏差

が 見 られ る。8 日
一25 日、25 日

一60 日の ス ケ
ー

ル

で は 、 下層の 台風 の 東 の 正偏 差は、日本 の 南東 で 見

られ、北太平洋を横切 っ て 北米 に達す る波列が明瞭
で ある。こ の 空間構造 は、Nitta（1987 ）や Kawan ユura

et 　al ．（1996）など の 構造 と類似し て い る。上層（300
hPa）に 注 目す る と、8 日一25 目の ス ケ

ー
ル で は 口本

海の ジ ェ ッ ト上 で 正 偏差が見 られ る。台風は ジ ェ ッ

ト上 に 高気 圧 性 渦 度 を生成 で き る （Hirata 　and

Kawamura ，
2013 ）こ とか ら、こ の 正 偏差は台風起源

に よ る もの で あ り、ジ ェ ッ ト下流方向に波束伝播を

もた らす
・
因 と な っ て い る と考え られ る。そ の

一
方

で 、 ド層で 同様の構造 を示す 25H − 60 日ス ケ
ー

ル

で は 、上 層 ジ ェ ッ ト上 の 正 偏 差 は 見 られず、異 な る

特徴を示 した 。

　HC につ い て も同様 の 解析を行っ た が、HC で は、
OC で 見 られ た よ うな 明 瞭 な 波列 構 造 は 得 られ なか

っ た。大会当日 に は、7 月 だけで は な く、6 月〜8 月

に お け る 台風活動を経路別 に 解析 し た結果 も示 し、
PJ パ タ

ー
ン の 多重時間 ス ケ

ー
ル 構造 の 実体 と そ の

要因 を考察する、
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図 1　各 時 間 ス ケール に お け る 850hPa （陰影 ）と

300　hPa（等値 線）の ジ オ ポテ ン シ ャ ル 高度偏差（m ）の
コ ン ポ ジ ッ ト図。

破線は 300hPa の 西風成分の 気 候 値 15ms
’i を示 す。

黒丸印は 台風 中心 で あ り、dayOの 図 を示 して い る。
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